
 

「
農
地
の
日｣
の
活
動
で

　

ひ
ま
わ
り
畑
の
除
草
作
業

　

農
業
委
員
会
は
７
月
10
日
、｢
農
地
の

日｣

の
活
動
を
展
勝
地
公
園
で
行
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
岩
手
県
農
業
会
議
が
、
食
料·

農
業
に
対
す
る
県
民
の
理
解
と
関
心
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
７
月
15
日
を｢

農
地

の
日｣

と
定
め
て
い
る
こ
と
に
合
わ
せ
、

県
内
の
農
業
委
員
会
が
毎
年
こ
の
日
を
中

心
に
、一
斉
に
活
動
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

初
め
に
、
９
月
か
ら
開
始
す
る
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
の
キ
ッ
ク
オ
フ
式
を
行
い
、
委

員
を
代
表
し
て
東
部
地
区
の
金
成
良
孝
推

進
委
員
が｢

農
地
の
利
用
状
況
を
正
確
に

把
握
し
、
遊
休
農
地
の
解
消
と
発
生
防
止

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す｣

と
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
へ
の
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
展
勝
地
開
園
１
０
０
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
の
事
業
の
一
つ｢

展
勝

地
ひ
ま
わ
り
畑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

の
ひ
ま

わ
り
畑
で
、
奉
仕
活
動
と
し
て
約
１
時
間

の
草
取
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
を

始
め
る
前
に
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
佐
藤
孝
志
氏(

和
賀
町
煤

孫)

か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
き
っ

か
け
や
、
農
業
と
生
産
物
の
価
値
を
高
め

る
六
次
産
業
の
両
立
の
難
し
さ
な
ど
貴
重

な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
晴
れ
間
の
大
変
暑
い
日
で
し
た

が
、
委
員
た
ち
の
機
運
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
た
充
実
し
た
活
動
で
し
た
。

　
　
　
　
　

（
農
業
委
員　

昆
野　

広ひ

ろ

こ子
）

 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で

　

遊
休
農
地
等
を
現
地
調
査

　

農
業
委
員
会
は
、
市
農
林
部
と
共
に
市

内
全
域
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル(

農
地
利
用

状
況
調
査)

を
９
月
１
日
か
ら
11
日
ま
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
食
料
の
生
産
基

盤
で
あ
る
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用

を
促
進
す
る
た
め
遊
休
農
地
や
違
反
転
用

な
ど
の
実
態
把
握
、
発
生
防
止･

解
消
を

目
的
と
し
、
農
業
委
員
会
が
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
で
の
市
の
遊

休
農
地
面
積
は
約
12
㌶
。
農
業
者
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
、
相
続
後
に
農
地
の
適

切
な
管
理
が
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
が
原
因

で
遊
休
農
地
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
担
い
手
農
家
へ
の
委
託
に
よ
っ
て
遊

休
農
地
か
ら
解
消
さ
れ
る
例
も
あ
り
ま

す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
現
地
調
査
を
行
い
、

利
用･

再
生
が
可
能
な
農
地
か
ど
う
か
を

判
断
し
、
適
切
に
管
理
す
る
よ
う
土
地
の

所
有
者
に
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

所
有
す
る
農
地
の
こ
と
で
お
困
り
の

人
は
、
農
業
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　

（
農
業
委
員　

児
玉　

雅
彦
）

 

農
業
委
員
会
全
体
会
議
で

　

独
自
事
業
の
展
開
な
ど
確
認

　　

農
業
委
員
会
は
７
月
28
日
、
ブ
ラ
ン

ニ
ュ
ー
北
上
に
お
い
て
令
和
２
年
度
第
１

回
北
上
市
農
業
委
員
会
全
体
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

同
会
議
は
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
全
員
で
行
う
会
議
で
、
４
月

の
農
業
委
員
会
総
会
で
決
定
し
た
令
和
２

年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
農
業
者
が

夢
と
希
望
を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
の
構
築
や
、
担
い
手
育

成
に
つ
な
が
る
独
自
事
業
の
展
開
な
ど
に

努
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
農
林
部
か
ら
本
年
度
の
主
要

事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
事
業
の
変
更
な
ど
も
あ

り
ま
す
が
、
与
え
ら
れ
た
責
務
と
役
割
を

十
分
に
果
た
す
た
め
事
業
に
取
り
組
み
、

さ
ら
な
る
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
農
業
委
員　

高
橋　

多た

い

ち一
）

農
業
委
員
会
だ
よ
り

◆ 

農
業
や
農
業
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
は
地
域
の
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
、
気
軽
に

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ　

北
上
市
農
業
委
員
会
事
務
局
(本
庁
舎
３
階
)☎
72
ー
８
２
４
６
、
72
ー
８
２
４
７

ひまわり畑の草刈り作業を行いました

農地パトロールを行う地区の委員たち



■農地の権利移転・利用権設定等審議内容

上段　審議件数（単位：件）　　下段　面積（単位：㎡）

６月 ７月 ８月

農地法３条
3 4 4

5,965 8,258 3,515

農地法４条
2 2 1

1,364 1,461 1,377

農地法５条
38 38 15

38,878 47,732 10,048

農地法

適用外証明

7 2 5

4,769 656 1,602

農用地利用

集積計画

14 10 16

87,209 55,977 61,853

◎農地法３条…農地の所有権、賃借権などの権利

を設定または移転する場合

◎農地法４条…自己所有農地を転用する場合

◎農地法５条…農地の所有権、賃借権などの権利

を設定または移転して転用する場合

◎農地法適用外証明…農地を 20 年以上他の目的

に使用しており農地の復元が不可能な場合

◎農用地利用集積計画…農地の所有権、賃借権な

どの権利を設定または移転する場合で、受け手側

が大規模農家の場合

　
　
　

髙
橋　

理り
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん

　

（
30
歳
・
和
賀
町
藤
根
）

　

今
年
５
月
に
、
新
た
に
認
定
農
業
者

と
な
っ
た
髙
橋
さ
ん
。
就
農
前
は
市
内

の
農
業
法
人
に
３
年
間
勤
め
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
実
家
の
農
地
で
水
稲
を
約

４
．
２
㌶
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

幼
い
頃
か
ら
父
親
が
田
ん
ぼ
で
働
く

姿
を
見
て
育
っ
た
た
め
、
農
業
を
継
ぐ

の
は
自
然
な
こ
と
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

　

「
農
業
の
魅
力
は
手
間
を
か
け
た

分
だ
け
応
え
て
く
れ
る
こ
と
。
一
か

ら
育
て
て
収
穫
で
き
る
こ
と
が
最
大

の
喜
び｣

と
話
す
髙
橋
さ
ん
。｢

今

後
は
、
大
型
の
農
機
具
を
充
実
さ
せ

て
大
量
出
荷
で
き
る
環
境
を
整
え
た

い
。
将
来
は
父
の
跡
を
継
ぎ
、
水
稲

の
他
に
も
大
豆
や
麦
も
作
付
け
し

て
、
30
㌶
ま
で
規
模
を
拡
大
し
た

い｣

と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

　

一
方
で
、
地
元
で
も
農
業
に
関
心

を
持
つ
若
者
は
少
な
く
、
食
べ
る

こ
と
に
興
味
は
あ
っ
て
も
食
べ
物
を

作
る
こ
と
へ
の
関
心
が
薄
い
と
感
じ

て
お
り
、｢

も
っ
と
多
く
の
人
に
農

業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
地
域

の
農
業
を
守
っ
て
い
き
た
い｣

と

い
う
熱
い
想
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

　

地
域
の
農
業
を
築
く
若
い
農
業
者

に
期
待
し
、
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。 

　
　
　
　

（
農
業
委
員　

藤
枝　

裕ゆ

う

き樹
）

きたかみ農家

紹介します

前期編集委員の皆さん
お疲れさまでした

今月号をもって編集委員会委員長の髙橋マサ子

さんと副委員長の千田喜美子さんを除く前期編集

委員６人の任期が終了となります。

皆さんには、令和元年度５月号から今月号まで

６号の農業委員会だよりを作成していただきまし

た。慣れない編集作業など大変お疲れさまでした。

（上段左から）菊池浩
ひ ろ き

輝、小原孝
たかのり

法、児玉雅彦、
藤枝裕樹

（下段左から）高橋多一、髙橋マサ子、千田喜美子、
昆野広子

地
域
の
農
業
を

　
　

守
っ
て
い
き
た
い


